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(57)【要約】
【課題】　ＭＢＭＳによるユーザ情報の配信を確実に受
けることのできる携帯電話機を実現する。
【解決手段】　ネットワークとの間で電波を送受信する
アンテナと、前記アンテナにより送受信される電波を変
復調する無線部と、前記無線部により復調されたＭＢＭ
Ｓ関連を含むLayer3メッセージを解析、処理する機能を
有し、ＰｔＭモードでのＭＢＭＳサービスによるユーザ
情報を受けているときに、ＰｔＰモードでのＭＢＭＳサ
ービスを行う要求を前記無線部を介して前記ネットワー
クへ送信する制御部と、を有する。
【選択図】　図３Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ネットワークとの間で電波を送受信するアンテナと、
前記アンテナにより送受信される電波を変復調する無線部と、
前記無線部により復調されたＭＢＭＳ関連を含むLayer3メッセージを解析、処理する機能
を有し、ＰｔＭモードでのＭＢＭＳサービスによるユーザ情報を受けているときに、Ｐｔ
ＰモードでのＭＢＭＳサービスを行う要求を前記無線部を介して前記ネットワークへ送信
し、その後ＰｔＰモードでのＭＢＭＳサービスを受ける状態を維持する制御部と、
を有する携帯電話機。
【請求項２】
請求項１記載の携帯電話機において、
制御部は、RRC IDLEモードとして、ＰｔＭモードでのＭＢＭＳサービス通信状態とし、受
信できていないユーザ情報があることを認識すると、RRC Connection Requestメッセージ
をネットワークへ送信し、そのメッセージの情報要素Establishment causeにMBMS ptp RB
 requestを設定する携帯電話機。
【請求項３】
請求項１記載の携帯電話機において、
制御部は、Cell_PCH, URA_PCH, Cell_FACHモードとして、ＰｔＭモードでのＭＢＭＳサー
ビス通信状態とし、受信できていないユーザ情報があることを認識すると、Cell Update
メッセージをネットワークへ送信し、そのメッセージの情報要素としてCell update caus
eにMBMS ptp RB requestを設定する携帯電話機。
【請求項４】
ネットワークからのＭＢＭＳサービスを受ける携帯電話機で行われる通信モード設定方法
であって、
ＰｔＭモードでのＭＢＭＳサービスを受信する状態とする受信ステップと、
前記ＭＢＭＳサービスによるユーザ情報を受けているときに、ＰｔＰモードでのＭＢＭＳ
サービスを行う要求を前記ネットワークへ送信するモード変更ステップと、
を有する通信モード設定方法。
【請求項５】
請求項４記載の通信モード設定方法において、
受信ステップでは、RRC IDLEモードとして、ＰｔＭモードでのＭＢＭＳサービス通信状態
とし、モード変更ステップでは、RRC Connection Requestメッセージをネットワークへ送
信し、そのメッセージの情報要素Establishment causeにMBMS ptp RB requestを設定する
通信モード設定方法。
【請求項６】
請求項５記載の通信モード設定方法において、
受信ステップでは、Cell_PCH, URA_PCH, Cell_FACHモードとして、ＰｔＭモードでのＭＢ
ＭＳサービス通信状態とし、モード変更ステップでは、Cell Updateメッセージをネット
ワークへ送信し、そのメッセージの情報要素としてCell update causeにMBMS ptp RB req
uestを設定する通信モード設定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、Ｗ－ＣＤＭＡ（Wideband-Code Division Multiple Access）方式による携帯電
話機に関し、特に、ＭＢＭＳ（Multimedia Broadcast Multicast Service）サービスを受
ける携帯電話機に関する。
【背景技術】
【０００２】
Ｗ－ＣＤＭＡ方式による携帯電話機では、共通チャネルを用いて１つのネットワークと複
数の携帯電話機とが通信するＰｔＭ（Point to Multipoint）モードによる通信や、個別
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チャネルを用いて１つのネットワークと１つの携帯電話機とが通信するＰｔＰ（Point To
 Point）モードによる通信が行われる。
【０００３】
特許文献１（特表２００５－５２５０６５号公報）や特許文献２（特表２００５－５３６
１４２号公報）に開示されるＭＢＭＳ（Multimedia Broadcast Multicast Service）は、
３ＧＰＰ仕様書ＴＳ２５．３３１などに定義されるもので、ビデオや画像、音声などのマ
ルチメディアデータを配信する機能である。ＭＢＭＳによるユーザ情報の配信では、ネッ
トワークの無線電力の有効使用のために、ＰｔＭモードの使用が基本とされているが、Ｐ
ｔＰモードも使用できる。
【０００４】
特許文献３（特開２００２－３６８６８４号公報）には、移動局はＰｔＭモードに相当す
る共通チャネル（ＦＡＣＨ）によるマルチキャストデータの受信誤りが所定回数以上連続
すると、基地局に対してＰｔＰモードに相当する個別チャネル（ＤＣＨ）を再送用として
設定することを要求し、基地局は移動局の要求に応じて再送用のＤＣＨを設定し、再送対
象のデータを再送用ＤＣＨを用いて再送し、その後の受信状態を監視して共通チャネルに
よる受信を再開することが開示されている。
【特許文献１】特表２００５－５２５０６５号公報
【特許文献２】特表２００５－５３６１４２号公報
【特許文献３】特開２００２－３６８６８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
上述したように、ＭＢＭＳによるユーザ情報の配信では、ＰｔＭモードの使用が基本とさ
れる。ＰｔＭモードによるＭＢＭＳ通信中に、トンネルに入ることなどにより携帯電話機
が圏外状態になった場合、通信が一時的に不可能になり、ネットワークから送信された情
報は得られない。
【０００６】
その後、携帯電話機が圏内状態に戻っても、既にネットワークからのユーザ情報の再送期
間が終わっていると、現在の３ＧＰＰ規定ではＰｔＭモードによるＭＢＭＳ通信中では移
動機から主導的に再送を要求することはできないこととされているため、最終的にユーザ
情報を受信できないことになるという問題点がある。
【０００７】
また、特許文献３に記載の技術を３ＧＰＰ規定に適用した場合、ＰｔＰモードに移行する
こととなり、再送の要求を行うことができることとなる。しかしながら、このような構成
とした場合、ＰｔＰモードに移行してデータを取得することができるものの、その後Ｐｔ
Ｍモードに移行することから、トンネルが連続するような山間部ではモードの切り替えが
頻繁に行われることとなり、携帯電話機とネットワークとの間での通信量が増加し、これ
により輻輳状態を招来する危険性もある。
【０００８】
本発明は上述したような従来の技術が有する問題点に鑑みてなされたものであって、ＭＢ
ＭＳによるユーザ情報の配信を確実に受けることのできる携帯電話機を実現することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
本発明の携帯電話機は、ネットワークとの間で電波を送受信するアンテナと、
前記アンテナにより送受信される電波を変復調する無線部と、
前記無線部により復調されたＭＢＭＳ関連を含むLayer3メッセージを解析、処理する機能
を有し、ＰｔＭモードでのＭＢＭＳサービスによるユーザ情報を受けているときに、Ｐｔ
ＰモードでのＭＢＭＳサービスを行う要求を前記無線部を介して前記ネットワークへ送信
し、その後ＰｔＰモードでのＭＢＭＳサービスを受ける状態を維持する制御部と、を有す
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る。
【００１０】
この場合、制御部は、RRC IDLEモードとして、ＰｔＭモードでのＭＢＭＳサービス通信状
態とし、受信できていないユーザ情報があることを認識すると、RRC Connection Request
メッセージをネットワークへ送信し、そのメッセージの情報要素Establishment causeにM
BMS ptp RB requestを設定することとしてもよい。
【００１１】
また、制御部は、Cell_PCH, URA_PCH, Cell_FACHモードとして、ＰｔＭモードでのＭＢＭ
Ｓサービス通信状態とし、受信できていないユーザ情報があることを認識すると、Cell U
pdateメッセージをネットワークへ送信し、そのメッセージの情報要素としてCell update
 causeにMBMS ptp RB requestを設定することとしてもよい。
【００１２】
本発明の通信モード設定方法は、ネットワークからのＭＢＭＳサービスを受ける携帯電話
機で行われる通信モード設定方法であって、
ＰｔＭモードでのＭＢＭＳサービスを受信する状態とする受信ステップと、
前記ＭＢＭＳサービスによるユーザ情報を受けているときに、ＰｔＰモードでのＭＢＭＳ
サービスを行う要求を前記ネットワークへ送信するモード変更ステップと、
を有する。
【００１３】
この場合、受信ステップでは、RRC IDLEモードとして、ＰｔＭモードでのＭＢＭＳサービ
ス通信状態とし、モード変更ステップでは、RRC Connection Requestメッセージをネット
ワークへ送信し、そのメッセージの情報要素Establishment causeにMBMS ptp RB request
を設定することとしてもよい。
【００１４】
また、受信ステップでは、Cell_PCH, URA_PCH, Cell_FACHモードとして、ＰｔＭモードで
のＭＢＭＳサービス通信状態とし、モード変更ステップでは、Cell Updateメッセージを
ネットワークへ送信し、そのメッセージの情報要素としてCell update causeにMBMS ptp 
RB requestを設定することとしてもよい。
【００１５】
上記のように構成される本発明においては、ＰｔＭモードで取得できなかった分のユーザ
情報を、圏内状態に復帰した時に、ＰｔＰモードでの通信をネットワークへ要求してＰｔ
Ｐモードとし、さらにＰｔＰモードを維持することから確実かつ迅速に受信することがで
き、またこの状態を通信料の増加を招来すること無く連続して行うことができるという効
果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明による携帯電話機の一実施形態の構成を示すブロック図である。
【図２】ネットワークと携帯電話機によるシステムの構成を示す図である。
【図３Ａ】本発明の実施形態の動作を示すシーケンス図である。
【図３Ｂ】本発明の実施形態の動作を示すシーケンス図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
次に、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
【００１８】
図１は本発明による携帯電話機の一実施形態の構成を示すブロック図である。
【００１９】
本実施形態の携帯電話機１１は、電波を受信するアンテナ１と、電波を変復調する無線部
２と、変調されるデータ及び復調されたデータを制御する制御部３と、データを表示する
ディスプレイ５と、データを保存・読み出しできるメモリ１０１と、ユーザからの入力を
受け付けるキーボード１０２と、音声を出力できるスピーカ１０３と、音声を入力できる
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マイク１０４から構成されている。
【００２０】
無線部２は複数の基地局によるネットワーク２０からの電波を監視し、受信状態を制御部
３に通知できる機能を持つ。
【００２１】
制御部３はＭＢＭＳ関連を含むRRC・MMなどのLayer3メッセージを解析・処理する機能を
持つ。
【００２２】
これらの各部は以下のように動作する。ネットワーク２０から送信された電波をアンテナ
１で受信して、ＲＦ（高周波）信号に変調されている受信電波を無線部２で復調し、制御
部３でネットワーク２０とのメッセージを解析・処理をする。ディスプレイ５は制御部３
による制御に応じてユーザに視覚的にわかるように表示する。
【００２３】
図２において、ネットワーク２０はセル２１の範囲で電波を送信することができる。携帯
電話機１１はセル２１の内部または外部を自由に移動できる。携帯電話機１１はセル２１
の内部にあればネットワーク２０からの電波を受信できる圏内状態となり、セル２１の外
部にあればネットワーク２０からの電波を受信できない圏外状態となる。
【００２４】
図３Ａおよび図３Ｂは、本実施形態において、ネットワーク２０が４分割したユーザ情報
をＭＢＭＳのＰｔＭモードで送信するが、携帯電話機１１が一部のユーザ情報を受信でき
なく、携帯電話機１１からＰｔＰモードによる送信をネットワーク２０に要求し、受信で
きなかったユーザ情報を再送により受信を要求する手順を示すシーケンス図であり、携帯
電話機１１を構成する無線部２、制御部３およびディスプレイ５とネットワーク２０の動
作を示している。
【００２５】
以下に、図３Ａおよび図３Ｂを参照して本実施形態の動作について説明する。
【００２６】
ステップ３０において、携帯電話機１１の制御部３はRRC idle modeとし、ステップ３１
において、ＰｔＭモードでＭＢＭＳのユーザ情報できる状態に既になっているとする。
【００２７】
ステップ３１でネットワーク２０は新たなSessionを開始する。ステップ３２でセル２１
のＭＢＭＳサービスの変更を知らせるMBMS MODIFY SERVICES INFOMATIONメッセージを、
ステップ３３でセル２１の変更の無い利用可能なＭＢＭＳサービスについて知らせるMBMS
 UNMODIFIED SERVICES INFORMATIONメッセージを、ステップ３４でＭＢＭＳ受信に関する
一般的な情報を知らせるMBMS GENERAL INFORMATIONメッセージを、ステップ３５でセル２
１及び隣接セルで提供されるサービス間で共通かもしれないPtM Radio Bearer configura
tion情報を知らせるMBMS COMMON P-T-M RB INFORMATIONメッセージを、ステップ３６でセ
ル２１で使われるPtM Radio Bearer configurationを知らせるMBMS CURRENT CELL P-T-M 
RB INFORMATIONメッセージを、ステップ３７でセル２１の隣接セルで使われるPtM Radio 
Bearer configurationを知らせるMBMS NEIGHBOURING CELL P-T-M RB INFORMATIONメッセ
ージを携帯電話機１１に送信する。
【００２８】
ステップ３８で４分割されたユーザ情報の１番目が送信され、携帯電話機１１で受信する
。ステップ３９で４分割されたユーザ情報の２番目が送信され、携帯電話機１１で受信す
る。ステップ４０において、携帯電話機１１がネットワーク２０からの電波を受信できな
くなり、圏外状態になる。
【００２９】
ステップ４１で４分割されたユーザ情報の３番目が送信されるが、携帯電話機１１は圏外
状態で受信できない。ステップ４２で４分割されたユーザ情報の４番目が送信されるが、
携帯電話機１１は圏外状態で受信できない。
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【００３０】
ステップ４３でネットワーク２０は現在のSessionを終了する。ステップ４４において携
帯電話機１１がネットワーク２０から電波を受信できるようになり、圏内状態になり、制
御部３は受信できていないユーザ情報があることを認識する。
【００３１】
ステップ４５で、携帯電話機１１の制御部３は受信できなかったユーザ情報を要求するた
め、まず、RRC CONNECTION REQUESTメッセージをネットワーク２０に送信する。この時、
メッセージ中の情報要素であるEstablishment causeにMBMS ptp RB requestを設定する（
現在の３ＧＰＰ仕様では、ネットワークから指示されない場合、ＰｔＰの通信を要求する
ことはできないことになっている）。
【００３２】
ネットワーク２０はEstablishment causeからユーザ情報の再送信要求だと判断する。ス
テップ４６でネットワーク２０がRRC CONNECTION SETUPメッセージを送信し、ステップ４
７で携帯電話機１１がRRC CONNECTION SETUP COMPLETEメッセージを送信し、携帯電話機
１１とネットワーク２０間でRRC CONNECTIONが確立される。
【００３３】
ステップ４８でネットワーク２０はユーザ情報を送信するため、RADIO BEARER SETUPメッ
セージを送信し、ステップ４９で携帯電話機１１はRADIO BEARER SETUP COMPLETEを送信
し、携帯電話機１１とネットワーク２０間でＰｔＰのRADIO BEARERが確立される。
【００３４】
携帯電話機１１はMBMS PtP通信状態に遷移する。ステップ５０において、携帯電話機１１
はＰｔＰモードでＭＢＭＳのユーザ情報を受信できる状態になる。ステップ５１からステ
ップ５４において、ネットワーク２０は確立されたＰｔＰのRADIO BEARERを使用して４分
割されたユーザ情報を再送信する。ステップ５５において、携帯電話機１１の制御部３は
４分割されていたユーザ情報を全て受信できたことを認識し、ユーザ情報を１つに組み立
てる。ステップ５６において携帯電話機１１の制御部３はディスプレイ５にユーザ情報を
送信し、ステップ５７においてディスプレイは受信したユーザ情報を表示する。
【００３５】
なお、携帯電話機１１の制御部３はステップ３０でRRC IDLEモードとし、ステップ４５に
おいて、RRC Connection Requestメッセージを送信し、そのメッセージの情報要素Establ
ishment causeにMBMS ptp RB requestを設定するものとして説明したが、携帯電話機１１
の制御部３はステップ３０にて、Cell_PCH, URA_PCH, Cell_FACHモードを設定し、ステッ
プ４５においてCell Updateメッセージを送信し、そのメッセージの情報要素としてCell 
update causeにMBMS ptp RB requestを設定することとしてもよい。
【００３６】
この出願は、２００６年３月１０日に出願された日本出願特願２００６－０６５７７８を
基礎として優先権の利益を主張するものであり、その開示の全てを引用によってここに取
り込む。
【符号の説明】
【００３７】
１ アンテナ
２ 無線部
３ 制御部
５ ディスプレイ
１１ 携帯電話機
２０ ネットワーク
２１ セル
１０１ メモリ
１０２ キーボード
１０３ スピーカ
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１０４ マイク

【図１】 【図２】
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】
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